
                 

＊正確な情報の収集と分析 

                    ＊情報の共有化と現状認識の共有化を図る 

                    ＊ネット上の書き込みについては確認後、速やかに削 

除を管理者に依頼する 

報告 

共通理解 

報告・支援 相談・支援 相談・支援 

組織的対応 

 

 

別紙４ 

         ＊日常の観察、周りの生徒の訴え、アンケート、教育 

相談、地域との連携による情報収集等 
いじめ早期発見 

情報を得た教職員 

担任・年次主任等 

生徒指導担当 

校
長
・
教
頭
へ 

職
員
会
議 

             ＊対策の検討と役割分担・調整 

             ＊報告・事実関係の把握 

               ＊指導方針の決定 

               ＊対応への全職員の意思統一 

いじめ対応チーム 

県
教
育
委
員
会 

関係機関 

・警察（暴力、恐喝等犯罪行為

があった場合は速やかに連絡） 

・少年サポートセンター  

・子ども家庭センター等       

 

 

 

ネット上のいじめ 

県警サイバー犯罪対策課 

 

 

＊個別対応（被害者・加害者・各保護者）  ＊周囲の生徒・その保護者への対応 

＊関係機関との連絡調整  ＊地域との連携 

対応班によるいじめ解消に向けた取組 

解決・報告・継続観察 再発防止・未然防止活動 

■被害者やいじめを知らせてくれた生徒等に十分配慮し、事実確認をする。 

■校長のリーダーシップのもとに県教育委員会の支援を得つつ、推測で動かず正確な情報を得て組

織的に学校全体で対応し、迅速に問題解決にあたる。 

■マスコミ対応は対応窓口を明確(教頭)にする。社会的な認識を持って、マスコミに誠意を持って

対応する。情報を公開できない点は公開できない理由をきっちりと説明する。 

■場合によっては、当事者の同意を得て保護者向け文書の発行や保護会開催の処置をとる。 

〈77〉県立網干高等学校 通信制 


